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わカで平成14年 1月25日(1) 

二
十
一
世
紀
を
迎
え
た
今
日
、
男
女
が
よ

き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
お
互
い
に
認
め
合
い
、

対
等
な
立
場
で
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る

社
会
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

愛
媛
県
で
は
、
「
愛
媛
県
男
女
共
同
参
画
計

画
|
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
え
ひ
め
引
|
」
が

策
定
さ
れ
、
今
年
度
中
に
「
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
」
制
定
へ
向
け
て
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
中
、
京
都
女
子
大
学
の
槙
村
久

子
先
生
は
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
に
は
六
つ

の
C
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
好
奇

ク
リ
オ
シ
ィ
テ
ィ

心

(の
C
1
0
ω

一Q
)、
機
会
・
好
機
(
の
お
お
ω
)
、

選
択

(05mo)、
挑
戦

(01
u
z
g
)、
白

コ
ン

フ

ィ

デ

ン

ス

チ

工
ン
ジ

信

(
0
0
コ

E
g
o
s、
変
化

(O
Z
コむの
)
が

こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
河
辺
村
で
は
、
婦
人

会
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
村
の
施
策
や
取
り

組
み
決
定
等
の
審
議
に
参
画
し
て
頂
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
成
果
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
敬
老
会
の
主
催
を
始
め
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進
、
健
康
・
文
化
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
バ
ザ
ー
担
当
等
と
意
欲
的

に
独
特
の
活
動
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
、
ひ

い
て
は
豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り
の
た
め

今
後
益
々
の
活
躍
を
祈
念
致
し
ま
す
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
の
太
平
を

祈
り
つ
つ
、
平
穏
な
お
正

月
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
皆
様
の
温

か
い
ご
理
解
の
中
、
一
意

専
心
の
気
持
ち
で
全
力
投

球
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
問
、
村
行
政
各
般
に

わ
た
り
ま
し
て
、
ご
協
力

ご
鞭
提
賜
り
ま
し
た
こ
と

を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す。

ip. 第 147号

幸守

長

ま
た
、
昨
年
十
二
月
に

は
、
皇
太
子
ご
夫
妻
に
"
敬

宮
愛
子
さ
ま
“
が
お
生
ま
れ

に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
お

め
で
た
く
、
村
民
の
皆
様

と
共
に
、
謹
ん
で
お
喜
び

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。年
明
け
と
共
に
、
私
も

気
持
ち
を
新
た
に
、
気
を

引
き
締
め
て
公
務
に
あ
た

っ
て
お
り
ま
す
が
、
ご
承

知
の
よ
う
に
、
村
を
取
り

巻
く
情
勢
は
一
段
と
厳
し

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
公

稲

開

秀

共
事
業
の
見
直
し
ゃ
行
財

政
改
革
の
波
は
大
き
く
、

本
村
の
よ
う
に
九
割
以
上

を
、
国
県
に
頼
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
小
規
模
自
治

体
に
と
り
ま
し
て
は
大
変

大
き
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
関
し
ま

し
で
も
、
避
け
て
は
通
れ

な
い
問
題
と
認
識
し
て
お

り
、
県
に
お
い
て
は
合
併

パ
タ
ー
ン
が
示
さ
れ
、
平

成
十
七
年
三
月
が
期
限
と

の
国
の
方
針
も
あ
り
、
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
よ

り
よ
い
方
向
を
早
急
に
皆

様
と
議
論
し
て
、
示
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
、
今
年
は
将
来

を
決
め
る
大
切
な
年
に
な

る
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
河
辺

村
に
お
い
て
は
、
ま
だ
ま

だ
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
多
く
、
道
路
網

の
整
備
も
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
福

祉
事
業
に
お
い
て
も
よ
り

一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

昨
年
十
一
月
に
行
い
ま

し
た
地
区
の
懇
談
会
で
の
、

い
ろ
い
ろ
な
要
望
に
も
お

答
え
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
懇
談
会
の

折
り
に
も
申
し
ま
し
た
が
、

今
、
河
辺
村
に
何
が
必
要

な
の
か
、
何
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
か
、
十
分
皆
様

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
た
上

で
、
誤
り
の
な
い
選
択
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
に
残
さ
れ
ま
し
た
任

期
の
中
で
、
一
番
に
河
辺

村
の
将
来
を
考
え
、
皆
様

の
生
活
を
守
り
豊
か
な
河

辺
村
、
住
み
良
い
村
、
つ
く

り
に
全
力
を
尽
く
し
て
参

り
ま
す
。

今
後
も
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

グラウンドゴルフ大会に参加して
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村
議
会
十
二
月
定
例
会
的
特
わ
る

⑭
 

補
正
予
算

rミ

平
成
十
三
年
第
四
回
河
辺
村
議

会
定
例
会
が
、
全
議
員
出
席
の
も

と
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
、
清
水
、
梅
木
議
員
の
一

般
質
問
に
引
き
続
き
、
条
例
改
正

三
件
、
条
例
制
定
一
件
、
十
一
一
一
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
二
千
四
百

八
十
ニ
万
九
千
円
減
額
(
累
計
二

十
一
億
四
千
九
十
七
万
二
千
円
)

を
原
案
ど
お
り
可
決
。

特
別
会
計
補
正
予
算
一
千
五
百

十
九
万
五
千
円
(
累
計
七
億
三
子

三
百
五
十
九
万
八
千
円
)
の
議
案

六
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
一
件
、
工
事
変
更
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
二
件
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
「
市
町
村
合
併
調
査

研
究
特
別
委
員
会
」
の
設
置
が
決

定
、
意
見
書
一
件
が
否
決
、
特
別

委
員
会
報
告
一
件
が
あ
り
ま
し

た。

わカ五平成14年 1月25日(3) 

一
般
会
計
ム
ニ
圏
、

特

別

会

計

五

、

八
二
九
千
円

一
丸
五
千
円

山

本

雅

久

梅
木
加
津
子

O
携
帯
電
話
用
電
波
の
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
拡
大
に
つ
い
て

(
村
長
答
弁
)

ご
指
摘
の
と
お
り
九
月
定
例
議

会
に
お
き
ま
し
て
、
総
務
課
長
よ

り
十
二
月
議
会
に
お
い
て
確
定
的

な
答
弁
が
で
き
る
と
申
し
て
お
り

ま
し
た
こ

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県

よ
り
、
国
の
十
三
年
度
補
正
予
算

に
お
い
て
採
択
見
込
み
が
で
る
の

で
は
な
い
か
と
の
連
絡
を
受
け
、

期
待
を
し
て
待
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
な

か
該
当
事
業
の
予
算
計
上
が
な
さ

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
対
応
と
訟
し
ま
し
て
は
、

十
四
年
度
事
業
採
択
に
向
け
て
、

県
、
国
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員
議
員

清

水

美

孝

梅
木
加
津
子

O
高
齢
者
の
生
活
支
援
(
足
の
確

保
)
に
つ
い
て

(
村
長
答
弁
)

先
月
実
施
し
ま
し
た
行
政
懇
談

会
で
も
同
様
の
要
望
が
出
て
お

り
、
福
祉
向
上
対
策
推
進
委
員
会

で
も
前
向
き
に
検
討
し
て
行
く
必

要
が
あ
る
と
の
結
論
を
得
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
零
施
の
方
向
で

検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
コ

議
員
謹
一
回
貝

梅
木
加
津
子

。
市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て

(
村
長
答
弁
)

市
町
村
合
併
に
つ
き
ま
し
て

は
、
闘
の
推
進
し
て
い
る
基
本
的

考
え
方
は
、
議
員
各
位
も
よ
く
ご

存
じ
で
、
い
ま
さ
ら
申
し
上
げ
る

ま
で
も
な
く
、
臼
主
的
な
市
町
村

合
併
を
積
極
的
に
推
進
し
、
行
政

基
盤
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
り
ま

し
て
、
私
は
、
今
日
ま
で
巾
し
上

げ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
避
け
て

は
通
れ
な
い
と
考
え
て
お
り
、
あ

く
ま
で
も
議
会
と
村
氏
の
方
々
の

意
見
に
基
づ
く
も
の
と
認
識
し
て

い
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て

は
、
委
員
会
を
設
置
し
て
検
討
さ

せ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
合
併
問

題
に
つ
い

τの
議
論
の
場
で
適
宜

提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

議
員

世
-ULm
仇
さ
れ
ま
し
た
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ニ
四
、

八
二
九
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
二
、
一
四

O
、
九
七

二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

《
衛
生
費
》

内
山
衛
生
事
務
組
合
負
担
金

二
、
二
二

O
千
円

水
道
工
事
繰
出
金
一
今
一
、
一
八
四
千
円

《
農
林
業
費
》

し
い
た
け
生
産
環
境
整
備
補
助

一
、
六
五
七
千
円

林
道
開
設
工
事
(
県
補
助
不
採
択
)

企
二
五
、
七
(

/

)

O

千
円

《
土
木
費
》

県
道
改
良
舗
装
工
事
負
担
金

A
六
、
三

0
0
千
円

《
消
防
費
》

広
域
消
防
事
務
組
合
負
担
金

今
一
、
四
八
七
千
円

《
教
育
費
》

巾
学
校
修
繕
料

一
二
会
千
円

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
修
繕
料

一
二
五
千
円

し
め
飾
り
で

安
全
祈
願

逗互ゆ

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
河
辺
村

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員
約
五

十
名
が
参
加
し
て
、
し
め
縄
w

つ
く

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
し
め
縄
、
つ
く
り
は
年
末
年

始
の
家
内
安
全
及
び
交
通
安
全
を

祈
願
す
る
た
め
毎
年
実
施
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
今
年
も
珪
物
用
四
十

五
個
、
車
用
五

O
個
の
正
月
用

し
め
飾
り
を
お
年
寄
り
の
見
事
な

手
さ
ば
き
で
、
わ
、
ず
か
半
日
足
ち

ず
の
う
ち
に
作
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た。
こ
の
後
出
来
上
っ
た
し
め
縄
は

交
通
安
全
祈
願
奈
で
お
誠
い
を
う

け
だ
後
、
村
内
各
施
設
に
配
ら
れ

た
り
、
交
通
茶
屋
で
ド
ラ
イ
バ
ー

に
手
渡
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

無事故を祈って
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一
.
合
併
の
方
式

「
市
町
村
の
合
併
」
と
は
、

二
つ
以
上
の
市
町
村
の
区
域
の

全
部
若
し
く
は
一
部
を
も
っ
て

市
町
村
を
置
き
、
ま
た
は
市
町

村
の
区
域
の
全
部
若
し
く
は
一

部
を
他
の
市
町
村
に
編
入
す
る

こ
と
で
市
町
村
の
数
の
減
少
を

伴
う
も
の
を
言
い
ま
す
。

(
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関

す
る
法
律
第
牟
一
条
)

こ
の
よ
う
に
、
合
併
に
つ
い

て
は
新
設
合
併
(
対
等
合
併
)

と
編
入
合
併
(
吸
収
合
併
)
の

一
一
つ
の
方
式
が
あ
り
ま
す
。

「
新
設
合
併
」
は
、
一
一
つ
以

上
の
市
町
村
が
い
っ
し
ょ
に
な

り
、
新
し
い
市
町
村
を
つ
く
り

ま
す
c「

編
入
合
併
」
は
、
中
心
と

な
る
市
町
村
が
あ
っ
て
、
そ
の

市
町
村
に
他
の
市
町
村
の
一
伏
域

が
編
入
さ
れ
ま
す
。

「
新
設
合
併
」
と
「
編
入
合

併
」
で
は
、
合
併
し
た
あ
と
の

議
員
の
定
数
な
ど
の
特
例
が
異

な
っ
て
く
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

事新設合併

市

命編入合併

B 

ニ
箇
市
町
村
合
併
の
効
果

⑦
行
政
運
営
の
効
率
化

各
行
政
の
管
理
部
門
の
職
員

を
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

務
事
業
に
応
じ
て
適
正
な
職
員

配
置
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
専
門
職
員
の
充
実

や
高
度
な
施
策
に
取
り
組
む
職

員
配
置
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

既
に
合
併
を
し
た
自
治
体
の

例
に
よ
る
と
、
総
務
、
企
両
な

ど
の
管
理
部
門
、
行
政
委
員
会

の
事
務
局
部
門
の
職
員
削
減
に

よ
っ
て
で
き
た
余
剰
人
員
を
専

門
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
部
門
(
福

祉
、
環
境
、
国
際
化
、
情
報
化
、

女
性
問
題
等
)
に
配
置
し
て
い

ま
す
。

②
財
政
運
営
の
効
率
化

合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
財
政

規
模
が
拡
大
し
、
弾
力
的
な
財

政
運
営
が
可
能
と
な
る
と
と
も

に
、
単
独
市
町
村
で
は
困
難
な

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
取
り

組
み
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
三
役
、
議
会
議
員
、

行
政
委
員
会
の
委
員
の
減
員
や

物
資
の
一
括
購
入
等
に
よ
り
経

費
の
削
減
が
図
ら
れ
ま
す
。

③
境
界
の
解
消
に
よ
る
利
便

性
の
向
上

行
政
区
域
の
境
界
で
は
、
道

路
構
造
の
遣
い
や
水
道
、
下
水

道
の
重
持
、
学
区
の
入
り
組
み

な
ど
が
生
じ
て
い
ま
す
。
合
併

に
よ
り
こ
れ
ら
の
問
題
が
解
決

さ
れ
ま
す
。

生
活
固
と
行
政
圏
が
一
致
し

た
こ
と
に
よ
り
、
合
併
し
た
市

で
は
、
道
路
、
上
水
道
、
下
水

道
な
ど
整
備
が
進
ん
で
い
ま

す。④
土
地
利
用
の
適
正
化

合
併
す
る
ご
と
に
よ
り
、
都

市
計
画
(
用
途
)
区
域
、
農
業

振
興
(
農
用
地
)
地
域
な
ど
の

土
地
利
用
計
両
を
広
い
区
域
で

策
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
公
共
施
設
の
適
正
な
配
置

文
化
会
館
な
ど
の
公
共
施
設

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
独

自
に
計
画
し
、
設
置
し
て
き
ま

し
た
が
、
よ
り
広
い
区
域
で
選

定
す
る
こ
と
に
な
り
、
効
率
的

で
合
理
的
な
公
共
施
設
の
配
置

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
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⑥
教
育
環
境
の
整
催
と
教
育

文
化
水
準
の
向
上

合
併
に
伴
う
学
区
の
再
編
が

検
討
さ
れ
ま
す
。
年
少
人
口
の

減
少
も
勘
案
し
て
学
区
を
再
編

す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
規
模

の
適
正
化
が
推
進
さ
れ
、
教
員

の
配
置
、
学
校
経
営
の
充
実
等

が
図
ら
れ
ま
す
。

⑦
都
市
規
模
の
拡
大
に
伴
う

人
口
増
加
及
び
企
業
集
積

合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都

市
環
境
が
整
備
さ
れ
、
地
域
の

イ
メ
ー
ジ
が
良
く
な
り
定
住
条

件
が
整
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
人
口
の
増
加
、

地
域
外
か
ら
の
企
業
進
出
も
期

待
で
き
ま
す
。

一
一
一
.
帯
町
村
合
併
に
当
た

っ
て
懸
念
さ
れ
る
事

項
と
対
蕗
の
方
肉
性

①
行
政
面
積
が
広
く
な
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る

の
で
は
。

確
か
に
行
政
の
区
域
が
広
が

り
、
事
務
所
が
一
か
所
で
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
旧
市
町
村
の
区
域

ご
と
に
支
所
、
出
張
所
を
配
置

す
る
こ
と
や
情
報
通
信
網
の
活

用
に
よ
り
各
種
申
請
、
証
明
書

の
発
行
が
可
能
と
な
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
に

よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
か
な
い
よ
う
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

②
地
方
交
付
税
な
ど
の
財
政

聞
で
不
利
と
な
る
の
で
は
。

一
般
的
に
市
町
村
合
併
が
行

わ
れ
る
と
、
合
併
前
に
比
べ
て

地
方
交
付
税
の
総
額
は
減
少
し

ま
す
。
そ
こ
で
、
合
併
に
よ
る

地
方
交
付
税
の
急
激
な
減
少
を

防
ぐ
た
め
に
合
併
算
定
替
(
普

通
交
付
税
の
算
定
の
特
例
)
に

よ
り
合
併
か
ら
十
か
年
度
聞

は
、
合
併
前
の
市
町
村
が
存
続

す
る
も
の
と
し
て
計
算
し
た
額

の
普
通
交
付
税
を
保
障
し
、
十

一
年
度
以
降
の
五
年
度
間
で
段

階
的
に
本
来
の
額
ま
で
縮
減
さ

れ
ま
す
。

③
中
心
地
が
発
展
し
、
そ
の

他
の
地
区
で
立
ち
遅
れ
が
進

む
の
で
は
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
生

か
し
、
中
心
部
と
周
辺
部
と
の

バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
「
市
町

村
建
設
計
画
」
の
策
定
、
地
域

審
議
会
の
設
置
な
ど
に
よ
り
地

域
の
声
を
考
慮
し
た
施
策
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

過
疎
化
及
び
少
子
高
齢
化
問

題
に
つ
い
て
は
、
合
併
を
す
る

し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
き

な
地
域
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
も
「
市
町
村
合
併
に
よ
り

財
政
的
、
行
政
的
な
能
力
を
高

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
一

方
、
「
地
域
の
中
心
で
あ
る
事

務
所
(
役
場
)
が
な
く
な
る
た

め
一
層
過
疎
化
が
進
む
」
と
い

う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

④
税
金
や
使
用
料
な
ど
公
共

料
金
が
高
く
な
る
の
で
は
。

合
併
後
の
使
用
料
、
手
数
料

は
、
新
市
に
お
い
て
統
一
、
過

慶
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
検

討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
税

金
に
つ
い
て
は
、
税
率
等
に
大

き
な
差
が
あ
る
場
合
は
、
当
分

の
間
不
均
一
課
税
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

一
般
的
に
合
併
す
る
と
き
に

は
、
使
用
料
、
手
数
料
を
低
い

方
に
あ
わ
せ
る
傾
向
が
強
い
よ

う
で
す
。

⑤
議
員
が
減
り
、
民
意
の
反

映
が
困
難
に
な
る
の
で
は
。

現
在
の
議
員
数
が
減
少
す
る

こ
と
は
確
か
で
す
が
、
在
任
特

例
や
定
数
特
例
の
制
度
に
よ

り
、
合
併
当
初
は
あ
ま
り
変
わ

ら
な
い
議
員
数
を
確
保
で
き
ま

す
。
ま
た
、
旧
市
町
村
単
位
の

区
域
ご
と
に
設
置
可
能
な
地
域

審
議
会
や
そ
の
他
の
組
織
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
民
意
を
反

映
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑥
古
く
か
ら
の
文
化
や
コ
ミ

ユ
ニ
テ
ィ
が
失
わ
れ
る
の
で

4
品
。

こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
育

ま
れ
て
き
た
地
域
の
歴
史
、
文

化
、
伝
統
な
ど
を
尊
重
し
、
地

域
の
伝
統
行
事
、
祭
り
等
を
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
と
と

も
に
保
存
、
育
成
す
る
よ
う
な

施
策
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

(
今
後
も
随
時
情
報
の
提
供
を

い
た
し
ま
す
。
)
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河
辺
小
学
校
で
第
四

弾
ひ
ま
わ
り
学
習
"
ソ

パ
打
ち
“
を
大
洲
地
域

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
a

ー
職
員
の
指
導
、
生
活

る

改

善

グ

ル

ー

プ

及

び

保

い

護

者

の

ご

協

力

の

も

と

て

総

勢

六

十

人

で

行

い

ま

れ

し

た

。

ま

ず

初

め

に

子

轄

ど

も

た

ち

は

、

昔

の

農

は
ι
一
機
具
、
唐
竿
、
足
踏
脱

曲
、
べ
穀
機
、
箕
、
唐
箕
、
石

:…γへんじ
1

一
臼
を
使
っ
て
脱
穀
等
を

体
験
し
ま
し
た
。
初
め

て
見
る
農
具
に
不
思
議
そ
う
に
し

て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
ド
キ
ド

キ
が
ワ
ク
ワ
ク
に
変
わ
り
、
楽
し

く
農
作
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
ソ
パ
打

ち
体
験
で
す
。
生
活
改
善
グ
ル
ー

プ
の
お
母
さ
ん
方
に
配
分
し
て
も

ら
っ
た
ソ
パ
粉
と
小
麦
粉
を
粘
り

合
わ
せ
ま
す
。
ほ
ど
よ
く
合
わ
さ

っ
た
と
こ
ろ
で
、
製
麺
機
を
使
っ

て
お
ソ
パ
に
し
ま
し
た
。
中
に
は
、

麺
棒
を
使
っ
て
伸
ば
し
、
包
丁
で

切
り
分
け
る
子
も
い
ま
し
た
。
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そ
の
後
、
薪
で
ゆ
が
い
た
ソ
パ

は
保
護
者
の
方
が
作
ら
れ
た
ソ
パ

ク
レ
ー
プ
と
一
緒
に
、
お
い
し
く

ソ
パ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
食
し
ま
し

た
。
自
分
達
で
育
て
作
っ
た
ソ
パ

は
お
い
し
く
、
何
杯
も
お
か
わ
り

を
す
る
子
も
い
ま
し
た
。
こ
の
学

習
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
ご
協

力
頂
い
た
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

おいしくできるかな?

ほら、こうするのだよ。

3U轄を野スタート⑪1
5参ト こソ得まれ
竺加ン今とン、た、絶

ζ主さ年が大盛大分好
信唄フはで会大勢館の
市夫Z、きをにの役天
お昨とノ??開新参県候
、年有ト主催春加話に
大よ志ミ~すマ者里恵
人りのン るラを/てま 選手宣誓

参
加
者
の
数
は
、
増
え
る
と
い
う

う
れ
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

四
キ
ロ
コ

1
ス
参
加
者
、
中
津

博
文
選
手
の
力
強
い
選
手
宣
誓
で

ス
タ
ー
ト
し
た
大
会
は
、
選
手
そ

れ
ぞ
れ
が
思
い
思
い
に
自
分
の
ペ

ー
ス
で
力
走
し
、
選
手
全
員
が
完

走
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
大
会
終
了
後
は
、
出
来
た

て
の
雑
炊
で
温
ま
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。
今
後
も
、
健
康
増
進
の

た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
行

事
に
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

強者か、勢ぞろい

やお践し議官

よーし川ドン

ふ
る
さ
と
に
望
む

ご両親と一緒に

大
井阪
出市
鶴

(恵喜
顎子~

品~
身全埜

私
の
住
ん
で
い
る
所
は
、
十
年
程
前
「
花
と
緑
の
万
国
博

覧
会
」
が
開
催
さ
れ
た
鶴
見
緑
地
の
す
ぐ
近
く
で
す
。
以
前

こ
の
辺
り
は
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
の
残
る
田
舎
町
で
し
た
。

し
か
し
、
花
博
の
年
か
ら
地
下
鉄
が
走
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が

建
ち
並
び
、
あ
っ
と
言
う
聞
に
田
畑
が
失
く
な
り
ま
し
た
。

生
活
は
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
花
博
の
意
義
は
ど
こ
に
あ

っ
た
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
故
郷
河
辺
を
思
う

と
、
私
の
通
っ
た
大
伍
小
は
「
ふ
る
さ
と
の
宿
」
と
し
て
整

備
さ
れ
、
道
路
も
広
く
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
が
、
自
然
は

静
か
に
帰
省
者
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
思
い
出
す
の
は
、

わ
ら
び

子
ど
も
時
代
。
『
目
の
前
の
蕨
を
追
い
か
け
て
気
づ
い
た
ら

思
わ
ぬ
遠
い
所
迄
登
っ
て
い
て
、
帰
る
時
の
袋
の
重
さ
。
蚊

帳
の
中
で
放
し
た
蛍
の
神
秘
な
光
と
臭
い
。
や
っ
と
拾
い
集

め
た
椎
の
実
を
木
の
根
に
足
を
捕
ら
れ
パ
ラ
撒
い
て
し
ま

い
、
悔
し
さ
と
擦
り
む
い
た
膝
の
痛
さ
に
大
泣
き
し
て
帰
っ

た
翌
朝
、
近
く
の
畑
で
見
て
い
た
御
夫
婦
が
拾
っ
て
届
け
て

下
さ
っ
た
。
あ
の
頃
は
、
雪
も
よ
く
降
り
積
も
り
、
膝
迄
あ

っ
て
も
休
校
に
も
な
ら
ず
、
も
ん
ペ
を
重
ね
て
穿
い
て
行
き

ス
ト
ー
ブ
で
乾
か
し
た
。
い
つ
も
自
然
が
あ
り
、
家
族
が
い

て
友
達
が
い
た
。
」
家
庭
や
教
育
の
原
点
が
そ
こ
に
あ
っ
た

様
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
今
、
現
代
社
会
の
縮
図
の
様
な
コ

ン
ビ
ニ
の
中
で
、
一
日
の
大
半
を
過
ご
し
て
い
る
私
に
と
っ

て
何
と
賢
沢
な
時
間
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
。

「
ふ
る
さ
ど
の
山
に
向
か
ひ
て

V
七
』
ど
な
し

ふ
る
さ
と
の
占
は
あ
り
が
た
さ
か
な
」
啄
木
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五
十
一
名
と
十
二
名
の
学
芸
会

が
、
河
辺
小
学
校
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

一
・
二
年
生
の
す
て
き
な
音
楽

で
始
ま
り
、
幼
稚
園
の
か
わ
い
い

ダ
ン
ス
、
三
・
四
年
生
の
力
強
い

ダ
ン
ス
、
五
・
六
年
生
の
考
え
さ

せ
ら
れ
る
劇
で
終
わ
り
ま
し
た
。

四
人
の
六
年
生
た
ち
に
と
っ
て

は
、
最
後
の
学
芸
会
で
し
た
。
人

数
は
少
な
く
て
も
、
工
夫
と
努
力

で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

今
年
も
百
名
以
上
の
方
々
に
来

わカ可

盛
り
上
繋が
っ
た

I*~ 

平成14年l月25日

今
、
中
学
校
で
は
、
教
育
内
容

が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
生
徒
た
ち
は
、
普
通
の
教
科

の
学
習
以
外
に
、
自
分
た
ち
で
課

題
を
見
つ
け
て
調
査
や
研
究
を
行

う
学
習
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
文

化
祭
は
そ
の
よ
う
な
日
頃
の
学
習

の
成
果
を
発
表
す
る
よ
い
機
会
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
の
楽
し
い
催
し

物
は
、
地
域
の
人
た
ち
ゃ
子
ど
も

た
ち
と
の
交
流
に
も
一
役
か
っ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
特
に
今
年
は
、

(7) 

がんば、ったよ 1

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
寒
い
中
、
観
客
の
皆

様
の
励
ま
し
が
、
子
ど
も
た
ち
の

パ
ワ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
も

期
待
し
て
下
さ
い
。

し物 すに有
たが学。話志
ーパ習 題生
日ラ発 が徒
でン表 集五
しスの ま人
た良場 つに
。くと てよ
行楽 いる
わし たア
れい よカ
充催 うペ
実し でラ

注目のアカぺラです 1

~I 
河
辺
小
学
校
ラ
ン
チ

ル
l
ム
に
お
い
て
、
斗
別

八
幡
浜
教
育
事
務
所
社

会
教
育
推
進
員
の
小
林

?

征

子

氏

を

講

師

に

お

迎

か
え
し
、
"
子
育
て

S
O
S

す

あ

な

た

は

だ

い

じ

ょ

で

う

ぶ

?

“

と

題

し

た

子

央

育

て

学

習

講

座

を

行

い

謂

ま

し

た

。

講

座

で

先

生

L3
は
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て

一
一
戸
-
子
育
て
を
す
る
た
め
に

一一時
iv一
は
"
新
幹
線
育
児
は
ダ

プ

一

6

三
一
メ
!
徒
歩
か
自
転
車
育

f
J
t
L
児
を
!
ゆ
っ
く
り
と
根

気
強
く
“
と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
"
自
分
の
子
や
家
族
だ
け

が
か
わ
い
い
の
で
な
く
、
他
人
に

も
愛
情
を
持
っ
て
接
し
ま
し
ょ

う
。
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
て

親
の
役
割
を
変
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
“
と
子
育
て
に
つ
い
て
示
唆

を
与
え
て
い
た
だ
い
た
講
座
と
な

h
リ
宇
品

Y
レ
h
~
。

真剣に子育て学習

クリスマスは、私たちアメリカ人にとって刺激的な時

です。すべてのアメリカ人がクリスチャンだとは限りま

せんが、ユダヤ人、イスラム教徒、アフリカ系アメリカ

人も12月には大きなフェスティパルを行います。私たち
はクリスマス期間中に明るい照明とかざりを準備して、

寒く暗い冬と戦うことが好きです。家の中で、そして屋

外でも

人々は家族にそして友だちにプ

レゼントを買うために、多くのお

金を使います。
またチャリティーに参加し、貧

しい人々もクリスマスを祝うこと

ができるように協力します。

アメリカには多くのクリスマス

パーティーがあります。しかし、
クリスマスイブとテ守イ (クリスマ

スの日)は、家族みんなで過ごす

時なのです。

これがアメリカのクリスマスです

家族そろって
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ト
ラ
分
館
活
動
・
愛
護
班
活

一
U
一
動
と
し
て
三
世
代
交
流
を

/
江
¥
各
地
域
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
坂
本
分
館
で
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
前
に
子
打
ち
ソ
パ
・
う
ど

ん
作
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

~ 

手作りに挑戦

わpう瓦

為
み
/
恒
例
と
な
り
始
め
た
ゆ

一
U
一
ぅ
ゅ
う
ク
ラ
ブ
主
催
の
チ

/
江
¥
ヤ
リ
テ
ィ

1
音
楽
の
集
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

河
中
三
年
生
の
出
演
、
松
山
、

野
村
か
ら
の
友
情
出
演
も
あ
り
大

第 147号

メリークリスマス.

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
金
は
ム
↓
六
，
一
一
一

三
九
円
。
ア
フ
ガ
ヱ
ス
タ
ン
難
民
支
援
N

G
O
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

サンタのお姉さん!?

役
場
庁
ふ
れ
前
に
四
，
‘

0
0
琢
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
有
志
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
コ

温
か
い
光
ほ
ほ
っ
と
心
を
和
や

か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あたたまりますね

i1 i 鶴と拍手間関 ~i.i~~j
ま年深睦石く安つ昨ーにで年所いみ護
し間み
たのとさ浦い来た年っさ、行開ま荘老青
c t)とおん陽)節久のにれ入わ設しで人年
青果もがさは(保訪なて所れよた施ホ有
年をし加んメど龍問つい者てり。設 1志
達伺ろわ、ンじ哉かえるがい三訪訪ムが
はうみり上パよさらぎ行楽る年間聞か特
7 こが、JlI1うん始す事しも間はをわ別
聞と増踊靖にすのま。のみの毎同行か糞

⑫ l くさ p

理ちな |地域を審札いiこ!
イ丁まい ~ー
ですポま袋たミてれ参 km木田まの一辺きりイ
る通 IIりず C 等あ、加の瀬河し奉団村師
よ行ぞ、つどをる道者ア、辺た仕長青走
λ 三島爪今いち拾ア路がキ神大。作、年の

長ZZだつらいキ沿三戸納洲主業雪国日
低気さにぱの集カい組〈区線要がー(臨
|恨持に直い袋めンににゴ口問、県行±山口
のち驚つにもま、捨分与約橡道わ干崎、
マよかで集二しゴ τか、九の小れ)健河

の
訪
問
か
ら
、
熱
い
思
い
の
中
で
、

入
所
者
の
方
々
と
心
の
交
流
が
図

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
行
動
の
大
切
さ
を

知
っ
た
施
設
訪
問
と
な
り
ま
し

た。ナ
ー
は
お
互
い
に
気
を
付
け
た
い

も
の
で
す
。
環
境
は
二
十
一
世
紀

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
ま

す
。
快
適
環
境
に
包
ま
れ
た
河
辺

村
を
村
民
み
ん
な
で
創
造
し
て
い

き
己
、
ま
し
ょ
'
つ
!

ますますお元気で!ボランティアって楽しい!

齢主申翻
子
ど
も
セ
ン
b夕♂

i
が

開
麟
麟
臨
臨
い
~
で
-
走
衣
意
脅
衣
き
円c』
ま
し
た

二
O
O
二
年
度
(
平
成
十
四
年

度
)
か
ら
、
完
全
学
校
週
五
日
制

が
実
施
さ
れ
、
子
ど
も
達
の
余
暇

時
間
が
増
え
ま
す
。
そ
れ
に
向
け

て
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
支

摂
す
る
環
境
を
整
備
し
、
夢
を
持

っ
た
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
地
域

で
育
て
る
た
め
、
文
部
科
学
省
で

ほ
「
全
国
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、

そ
の
中
の
ひ
と
つ
と
し
て
喜
多
郡

で
は
、
五
町
村
で
喜
多
わ
く
わ
く

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し

た。

「
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
で
は
主

に
、
体
験
活
動
情
報
誌
を
発
行
し
、

子
ど
も
や
保
護
者
の
様
々
な
活
動

を
脹
興
す
る
情
報
の
収
集
、
提
供

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
聞
け
し

ま
す
。

※
創
刊
号
に
は
、
仮
の
名
前
と
し
て

「
と
き
め
き
」
を
つ
け
て
い
ま
す
。
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そしま視国か交みは。か曜英さシ月二バ
しむすさ際主流、、こら日会んエか毘
てこ。れ感守が外国れ開午話をルら想
、とまる覚£多国際か催後教講・村ど

は
外かずよが代くの化らし七室師キ A

平成14年 1月25日

元
気
が
一
番
!

の
び
の
び
と
大
き
く
な
あ
れ
!

(ハU
人
母
よ
り
)

ー
河
辺
村
の
宝
物
1

f憂詞1ちゃん(用の山)中津

(9) 

国
の
文
化
を
理
解
し
、
日
本
の
良

さ
を
再
認
識
し
ま
し
ょ
う
。
参
加

申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
授
業
料
も
不
要
で
す
。
お

問
い
合
せ
は
河
辺
村
公
民
館
ま

で。
大
き
く
育
っ
て
ネ
|
(
母
よ
り
)

元
気
に
大
き
く
な
っ
て

ね

。

(

母

よ

り

)

楽しく学習

毎
号
、
館
報
か
わ
べ
の
短
歌
の

コ
ー
ナ
ー
に
寄
稿
し
て
頂
い
て
い

る
皆
さ
ん
で
す
。
日
頃
感
じ
て
い

る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
生
活

の
様
子
が
伺
え
る
短
歌
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

かいと

快登ちゃん

想いを 5・7・5・7. 7に

(旭)中東

役
職
員
紹
介

あかり

明里ちゃん

実
愛
媛
県
消
費
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

往

見

満

恵

(橡奇)高橋

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

女
日
本
ゲ

I
ト
ボ
ー
ル
連
合
表
彰

マ
健
康
功
労
賞

岡

崎

慶

磨

呂

万一、金融機関が破たんした場合、平成14年4月以降は、預金者一人当り、定期預金等の元

本1，000万円までとその利息が保護の基準となります。

当座預金、普通預金等については、平成15年3月まで全額保護されます。

ん方がよ金融機関絞殺J五λι凶場合， γ-弓
k三一I預金等ぬ保護Jφ範聞はこう窓口ト言。11ュ二日|

平成15年
3月 4月

園薗藍聾彊置置謹富田圏圃菌防

平成昨年

3月， 4月

脳髄曙調融幽腸鞠概璃錨酪惨

璽覇防

臨時

1.000万円以下の預金は

全額保護されています。

また、 1.000万円を超える預金についても、

預金者が受け取れるのは1.000万円だけで

はありませんハ

盤盤調
.1，000万円とその利息は、あくまで最低保障です。
(※)元本1，000万円までとその利息を超える部分については、破たん金融機関

の財産の状況に応じて支払われますので、一部カッ卜されることがあり

ます。
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dg;D (剛誌にちl志保健輔君毒(G明)
連 ~眼ほえみは回復薬!--- 逸

新年明けましておめでとうございます。昨年は

何かとH郎、詰埋の多い年でしたが、今年は是非希

望と怠欲に満ちた、明るい年になることを期待し

ています。

さて、ごの時期診療所を訪れる患者さんと言え

ば、「風邪」と「厚み」を訴える方が急に増えま

す。この2つに共通するキーワードとして「乾燥

対策Jを取り上げてみます。
この時期は大気自体の乾燥に加え、室内で使用

する暖房器具のため、私達の身体は常に乾燥した

空気にさらされます。そのため、のどや気管の粘

膜が乾燥して防御作山が低下し、感染しやすp状

態となります。また、乾燥が刺激となって皮膚に

痔みを起こし、描くことによってさらに厚みが増

す……という悪循環に陥りますυ

対策としては空気、のど、皮膚の保滑を考えま

す。①ストーブの上にやかんをのせる、加湿器を

使間するなど、室内の空気に温度を与える②定期

的に換気をする③こまめに本分を摂る④外n1r後、

寝る前にうがいをする⑤風品の溢度を極端に熱く

しない⑥風呂から出たらすぐに保湿クリームを塗

る⑦下者は皮膚に刺激のない材質を選ぶ、などで

す。特に伐聞の乾燥が気になる方は寝室に洗濯物

を干してみるのもお薦めです。

感染対策と乾燥対策をうまく組み合わせ、元気

に冬を乗り切りましょう。

「心のふれあいコンサートJのご案内
このコンサート(立、大洲市喜多郡精神保健ボランティア「あ

ゆみ」が主催するものです Q

これは、思春期を迎える小中学生及び保護者・一服住民の

方々が、精神障害(心の病)についての理解を深めること、ま
た、自らの心の健康づくりを推進することを目的に開催されま

す。

根づけわたぼうし!!

(対象者〉

大洲市喜多郡内小中学生及ぴ一般住民

※出演'観貫共に無料

〈開催日時〉

平成昨年3月16日(土)午後4時から午後6時
i会場〉
大別市市民会館

(内容)

~みんなのためのコンサー卜~
第1部
/ーマライゼ ションをテーマとした小中学生からの
メッセージ(合唱)

第2部
朗読

第3部
人権コンサー卜

精神障害者の体験談及び精神障害者作詞の朗読

~人として~

以上のような内容となっています。河辺村でもこのコンサー
トの趣旨に賛同し後接を行っています。どうぞ、お気軽にご参

加下さい。そして、これを機会に、心の健康について、改めて

考えてみ±せんか?

毎
年
六

O
O
G
人
の
方
が
、
突

然
、
白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。

「
骨
髄
一
般
の
提
供
(
骨
髄
移
植
)
」

と
い
う
あ
な
た
の
善
意
が
、
'
日
，
血

病
ぞ
重
症
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど

の
血
液
難
病
患
者
さ
ん
の
命
を
救

い
ま
す
。

骨
髄
杉
桔
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
は
患
者
さ
ん
と
骨
髄
提
供
者

(
ド
ナ

1
)
の
白
血
球
の
塑
(
日

L
A
型
)
を
一
致
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

ご
の
一
致
す
る
確
率
は
兄
弟
姉

妹
問
で
四
人
に
一
人
、
そ
れ
以
外

で
は
数
百
人
か
ら
数
万
人
に
一
人

と
ま
れ
な
た
め
、
ま
だ
多
く
の
患

者
さ
ん
が
骨
髄
移
植
を
受
け
ら
れ

な
い
で
い
ま
す
。

全
国
で
ド
ナ
1
登
録
三
十
万
人

を
目
標
に
、
骨
髄
パ
ン
ク
へ
の
登

年
金
ワ
ン
。
ホ

ン
ト

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
は
口

座
振
替
が
便
利
で
す
!

半
成
十
川
年
四
月
か
ら
、
国
民

年
金
の
保
険
料
納
付
は
日
比
拒
替

が
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
の
場
合
、
保
険
料
は

本
人
又
は
家
族
等
の
預
金
口
座
か

ら
毎
月
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

ま
す
の
で
納
め
忘
れ
が
な
く
確
実

で
す
。手
続
き
は
、
口
時
振
替
依
頼
書

を
金
融
機
関
の
窓
口
に
ど
提
出
下

さ
げ
。
ま
た
、
申
し
込
み
手
数
料

録
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
「
廿
髄
〉
ハ
ン
ク
登

録
窓
口
」
を
次
の
と
お
り
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
、
二
十
歳
か
ら
五

十
歳
ま
で
の
健
康
な
方
の
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

愛媛県内の骨髄バンク登録窓口

施設名 開設口 間合せ先 電話番号

八幡浜中央
火曜日

八幡浜市北浜1-3-37
0894-22-4111 

保健所 ( j日健企画課医療係)

愛媛県骨髄 月曜日 松山市高岡町80司1
089-973-0700 

データセンター 水曜日 愛媛県赤十字血液センター内

※事前に予約をお願いします。

ほ
か
か
り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替

ιし
ま
す
と
窓
口
に

毎
月
訪
ね
る
手
間
と
時
間
が
省
け

ま
す
の
で
、
お
忙
し
い
方
に
は
と

て
も
便
利
で
す
。
解
約
の
子
続
き

を
し
な
い
限
り
、
日
時
振
替
は
継

続
さ
れ
ま
す
の
で
、
更
新
等
の
子

聞
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

前
納
は
今
ま
で
通
り
割
引
き
が

あ
り
ま
す
。
前
納
の
振
替
日
は
四

月
末
で
す
の
で
預
金
に
ご
注
意
下

さ
い
。平
成
卜
四
年
か
ら
国
民
年
金
の

保
険
料
の
納
付
方
法
が
変
わ
り
ま

す
の
で
、
便
利
な
口
座
振
替
を
是

非
ご
利
用
下
さ
い
。



第 147号

平
成
十
四
年
一
月
か
ら
、

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

fミ

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
は
、
こ
れ

ま
で
一
カ
月
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

支
給
限
度
額
と
は
別
に
、
六
カ
月

ご
と
に
利
用
で
き
る
日
数
の
ト
限

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
卜
四
年
一
月
か
ら
は
、
六

カ
月
ご
と
の
上
限
が
な
く
な
り
、

支
給
限
度
額
の
範
囲
内
で
、
毎
月

わち3

す
べ
て

唱
す
調
印

h
v
で
す

平成14年 1月25日

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
で
は
、
平

成
十
一
年
度
か
ら
、
そ
ば
を
使
つ

て
の
特
産
品
作
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
か
り
ん
と
う
、
ぼ
う
ろ
、

ま
ん
じ
ゅ
う
と
試
作
を
重
ね

τき

ま
し
た
が
、
十
二
年
度
か
ら
は
、

"
そ
ば
粉
も
自
分
た
ち
が
作
っ
た

も
の
を
“
と
の
思
い
か
ら
、
有
志

よ
り
二
十
ア
ー
ル
余
り
の
畑
を
借

り
受
け
そ
ば
の
栽
培
も
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
そ
ば
か
り
ん

と
う
は
商
品
化
す
る
こ
と
が
で

き
、
ふ
る
さ
と
の
宿
、
道
の
駅

「
清
流
の
星
ひ
じ
か
わ
」
で
販
売

(11) 

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
ぞ
ま
し
た
c

連
続
し
て
利
用
で
き
る
の
は
、

三
十
日
ま
で
で
す
。

短期入問サーピスが潤闘で苦る目数

醐躍趨踊

留置富山
戸

6日

16日

18日

24日

27日

30日

醐両

陸議議函醤醤

藍盤調
墨璽塑
藍翠翠彊
藍璽璽
富盛語道

し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
そ
ば
ま
ん
じ
ゅ
う
に

M
を
入
れ
、
週
に
ム
度
は
販
売
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
是
非
一
度
ご
賞
昧
下

さ
い
。

共~
聞い
纂吋羽

権重正一良品~

平
成
十
一
一
一
年
度
の
共
同
募
金
運

動
が
昨
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
「
あ
な
た
の
ま
ち

の
幸
せ
の
た
め
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
実
施
さ
れ
村
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
得
て
左
記
の
と
お
り
実
績

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

部
落
募
金

一二一一一一、一一

法
人
募
金
(
企
業
募
金
)

四
七
五
、

O
G
O円

職
域
募
金
(
パ
ッ
チ
募
金
)

一
凹
じ
、

C
O
O
円

個
人
募
金
(
大
口
募
金
)

一O
C
、
二

0
0
円

街
頭
募
金
(
運
動
会
募
金
外
)

一一七、

O
四
九
円

テ
レ
ホ
ン
カ
i
ド
募
金

三
O
、
0
0
0
円

九
O
五
、
二
四
九
円

A 
口

計

熱心な研究から誕生!!

皆
様
か
ら
お
z

苛
せ
い
た
、
だ
い
た

募
金
は
、
お
年
寄
や
障
害
者
グ
ル

ー
プ
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
活

動
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
の
整

備
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

円

れいのが二意て・宜"""r'甲噛之置円置唱です?雫?ヨ?雪臨
ま、防制十識国富官事;':J.ØII畳当~~I t.l邑，
し不災定 Jiの氏四国園田ーー園田ー田E 四ー-ー園田-

た備対さ年高の とく重EJ対し壁な十 二コー
。筒策れに揚文こ諸下な J41しま画法六昭北田
所に、・を化れつ子も本てしが隆日和仕;空
等つこ3t関財をてでの人世た火寺、二財ー
のいの化るにきジデのは界。災金世卜同士
改て種財た対つ去タ取ミのこに堂界|凡l不ハ
善調の保めすかZラ扱つ著のよの的年 3日
が古文護、るけ手メいし名火り大にーアは
図を化時昭防とじ がた人災焼半有月 i 
ら行財主和火して主全貴がに失の名で」

住でり国ク I"'iì ，_，~:.....&.... J.  派? へγプ「一雨

民、がのを|住民基本自藤本ットワークi

芸品Z再開l yステムとは
台どぷ村、.
帳穴 Z問福本にお行市け証出で合んしん写
ヵの士で子台つりう町た明届いに。かでし現
ip市戸情情帳いまこ村上書をるはま受いの在
ト町い報報ネてすとにでの行市、たける交、
を村すのとツ、。に転引交い町ま引ら市f寸住
市ヴネるやしト住こな入越付、村ず越れ町は民
町よこりてワ民れつ届先を転で住のま村、票
村只とと全!基らてをの受出転ん場せで住の

さ
ら
に
、
同
民
に
文
化
財
の
重

要
性
の
認
識
と
防
災
対
策
の
意
識

の
肖
揚
を
図
る
べ
く
、
昭
和
三
十

年
に
、
先
に
述
べ
た
法
隆
寺
の
火

災
発
生
日
で
あ
り
、
ま
た
火
災
の

多
い
時
期
で
も
あ
る
「
こ
の

H
」

を
「
文
化
財
防
火
デ

l
」
と
定
め
、

全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動
を
推

進
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

河
辺
村
に
も
数
多
く
の
文
化
財

が
あ
り
ま
す
j

文
化
財
は
私
た
ち

が
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
貴
重
な

財
産
で
あ
り
、
私
た
ち
も
ま
た
次

の
世
代
に
こ
れ
を
引
き
継
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
財
産
を
火

災
で
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
注
意
し
て
、
文
化
財
の
防

火
防
災
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

の
窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
本
人
や
出
帯
の
住
民
票
の
写

し
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

ま
た
転
出
証
明
書
に
載
せ
て
い

る
情
報
を
電
子
情
報
と
し
て
市
町

村
間
で
送
信
す
る
こ
と
で
住
民
基

本
台
帳
カ

l
ド
を
引
越
先
の
市
町

村
の
窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
引
越
の
際
に
窓
口
に
行
く

の
を
転
入
時
の
一
一
円
で
す
む
よ
う

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
十
四

年
八
月
に
は
住
民
票
に
コ

l
ド
番

号
が
記
載
さ
れ
、
各
世
帯
に
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ト
五
年
八
月

か
ら
ほ
住
民
基
本
台
帳
カ

i
ド
を

購
入
さ
れ
ま
す
方
は
、
全
国
的
に

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。



(12) 平成14年 1月25日ミ̂わ

2 月 3 月

1 

2 
3 

少年式健康相談 4 健康相談

5 婦人学級
6 

わくわく 一∞ーセミナー 7 

8 
9 

スポーツ振興会交流会 キンボール講習会 10 
11 エアロビ教室 心配ごと相談

人権相談心配ごと相談 12 
13 局齢者教室
14 ふるさとクッキング

15 エアロビ教窒

16 中学校卒業式

17 
エアロビ教室 健康相談 18 健康相談

19 
20 
21 

22 
23 
24 消防出初式

エアロビ教室心配ごと相談行政相談 25 小学校卒業式 心配ごと相談行政相談
26 
27 婦人会総会

エアロビ教室 28 青年団総会

29 

30 
31 劇団DANDAN公演

ふれあい教室
未定
村議会定例会

インフォメーション-・・:-:ゅ:
.1.3C・
-p;に・
.pz-
:宅笹:・c，..:唱。
• • • 

カヨ

百
人
の
歌
人
の
和
歌

一
首
ず
つ

を
撰
集
し
、
カ
ル
タ
遊
び
に
し
た

も
の
を
百
人
一
首
と
い
い
ま
す
。

時
を
越
え
て
遊
び
に
な
っ
た
和
歌

は
、
私
達
に
文
化
の
重
み
を
伝
え

て
い
ま
す
。

第 147号

中
汎
権
教
由
時
十
以
リ
…忠一策
………
一例

ワ
l
ル
、
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー

と
国
際
化

今
年
の
夏
、
四
年
に

一
度
の
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
が
、
韓

国
と
日
本
を
会
場
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

一
説
に
よ
る
と
、
こ
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
よ
り
も
人
気
が
あ
り
、
数

十
億
の
人
々
が
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

で
試
合
を
視
聴
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
世
界
中
の

人
々
の
関
心
が
韓
国
そ
し
て
日
本

に
向
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
多
く

の
日
本
人
は
、
欧
米
人
に
対
し
て

は
親
し
く
按
し
よ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
他
の

国
々
や
地
域
の
人
々
、
特
に
私
た

ち
と
同
じ
ア
ジ
ア
に
住
む
人
々
に

対
し
て
は
、
未
だ
に
深
い
偏
見
を

抱
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
現
在
で
も
ア
ジ
ア

系
外
国
人
が
入
居
で
き
な
い
ア
パ

ー
ト
や
、
外
国
人
の
入
居
を
断
る

商
屈
な
ど
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
明
ら
か
で
す
。
国
を
挙
げ

て
国
際
化
と
言
い
な
が
ら
も
、
私

た
ち
日
本
人
の
視
線
は
特
定
の

国
々
や
地
域
に
だ
け
向
け
ら
れ
て

い
た
の
で
す
。
二
十

一
世
紀
を
迎

え
、
家
電
製
品
や
自
動
車
に
も

乃
ム
成

加
歳

賜
わ
り
し
つ
る
う
め
も
ど
き
の
華
や
か
さ

み実

と

も

思

え

し

花

と

も

見

え

し

山

本

力

シ

軍
歴
は
あ
え
て
語
ら
ず
二
次
会
の

p

r

カ
ラ
オ

ケ

軍

歌

満

開

と

な

る

増

本
喜
久

仲

山
峡
は
休
み
と
も
な
れ
ば
チ
ェ
ン
ソ
ー
の

+

こ

だ

ま

き

お

榊

街

す

る

音

に

吾
も
気
負
い
ぬ

山
本
万
亀

州
じ
い
ち
ゃ
ん
の
足
く
っ
つ
い
た
の
と
問
う
孫
の

判

電

話

の

向

こ

う

の

幼

な

子

を

思

う

玉
井

叶

と

し

お

う

な

聞
か
る
た
会
よ
い
歳
を
し
た
娼
ら
の

-F

ど
う
し
ん

仲

は

し

ゃ

ぐ

声
に

か

え

る

童

心

岡

崎

慶

磨

A
守

》
X
J

桝
嫁
ぎ
ゆ
く
船
出
に
振
る
手
い
つ
ま
で
も

H

て
ん

仲

水

平
線

の

点

と

消

ゆ

ま

で

大

野

桝
冬
陽
さ
す
窓
辺
に
活
け
し
白
菊
の

U
R

た
だ
よ
に
お

仲

部

屋

に

漂

う

匂

い

か

ぐ

わ

し

大

野

伊
都

d
Z
L
E
H
rヤ
azy
みる・申キ令今・
T
V
令÷・
THETH-よ
Lτ
工
よ
X
T
T
Z
L
z
z
z
Z
L
I
T
Z
4
4
4
4
4玄
Z
L
I
Z--
z
z
z
Z
4
4

「
白

川

・

什

・

什

(
至

日

・

1
・
叩

『世
界
基
準
』
あ
る
い
は

『グ

ロ

ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』
と
い

う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
現
在
、
国
際
化
の
必
要
性
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

本
当
の
国
際
化
は
特
定
の
国
々
や

地
域
の
人
々
だ
け
と
の
相
互
交
流

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
球
上

の
あ
ら
ゆ
る
国
々
や
地
域
の
人
々

と
交
流
を
深
め
、
お
互
い
の
伝
統

や
文
化
、
そ
し
て
人
権
を
尊
重
す

る
こ
と
に
あ
る
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
今
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を

ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
?

本
当
の
国
際
化
時
代
を
迎
え
る
た

め
に
。(河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)

W

洞
自
ゆ

⑮ヵ
中お
東 誕
生
島お
茜干め
(で
と
旭う

J

父

史

呂

」
母

美
智
子

大
末
な
が
く
お
幸
せ
に

~
河
本
泰
(
大
中
山
)

f

兼
高
宏
美
(
内
子
町
)

「
富
永
文
明
(
植
松
)

f

山
内
真
理
(
松
山
市
)

大
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

長
岡
梅
吉
(
露
内
)

虞
田
キ
ミ
ヱ
(
植
松
)

H 13.1.1現 1，371(ム 5)

H12. 1.1現 1，390(ム 24)

Hl1.1.1現 1，410(ム 44)

H10.1.1現 1，409(ム 43)

H 9.1.1現 1，436(ム 70)

人のうごき
(平成14年l月l日現在)

世帯数 534戸
男子 668人
女子 698人
計 1，366人


